
金
滞
宵
蹟
志
巻
廿
四

深
美
よ
り
上
列
に
置
か
れ
し
事
.
松
雲
公
夜
話
録
の
遁
加
に
見
b
た

り
と
い
へ
り
。
此
は
今
因
み
に
記
載
す
る
の
み
。

O
安
江
八
幡
祉
跡

此
の
八
幡
大
紳
は
、
上
安
江
村
の
産
土
紳
に
て
、
今
鍛
冶
町
に
鎮
座

す
る
安
江
紳
枇
是
危
り
。
位
記
に
云
ふ
。
営
枇
八
幡
は
、
高
倉
天
皇

の
御
世
安
元
二
年
安
江
衣
郎
盛
高
再
興
。
共
頃
は
上
安
江
村
の
村
落

今
の
安
江
町
議
に
あ
り
て
、
枇
頭
は
下
堤
町
の
後

M

、
今
深
美
氏
の

邸
地
に
有
v
之
。
と
見
b
.
改
作
所
奮
記
に
蛾
せ
た
る
寛
文
十
一
年
五
旬

月
岡
井
村
邑
長
喜
兵
衛
の
上
申
書
に
、
鍛
冶
町
八
幡
宮
先
規
は
上
安

江
村
領
に
有
ν
之
慮
、
度
々
御
高
之
内
町
地
に
相
渡
り
、
今
程
鍛
冶
町

民
銀
酪
之
由
。
と
あ
り
。

O
稲
葉
左
経
邸
祉

共
の
邸
地
深
美
氏
邸
跡
の
向
に

τ、
今
柴
附
の
南
側
た
り
と
。
延
貧

2
2
 

金
津
聞
に
‘
深
見
布
京
の
向
は
野
村
五
郎
兵
衛
・
前
間
五
左
衛
門
。
と

あ
り
。
異
本
夜
話
鎌
に
も
、
唯
今
の
中
川
清
六
隣
屋
敷
前
回
五
左
衛

門
・
野
村
五
郎
兵
衛
屋
敷
之
地
、
則
稲
葉
左
近
屋
敷
也
。
藤
岡
内
磁

允
・
不
破
鐙
丞
若
き
頃
ま
で
は
、
堤
町
の
後
固
に
左
近
屋
敷
跡
あ
り
。

共
時
の
土
磁
相
残
り
有
v
之
を
見
た
る
由
哨
す
。
と
あ
り
。
懐
恵
夜
話

1
1
1
1
1
1
1
 

御
使
衆
千
八
百
石
稲
葉
左
近
と
見
b
.
寛
永
四
年
の
土
岐
に
は
、
御

傍
衆
千
八
百
石
稲
葉
左
近
と
あ
り
て
、
三
州
志
に
も
.
采
地
千
八
百

石
と
す
。
務
園
官
職
通
考
に
、
元
和
年
中
よ
り
算
用
場
奉
行
を
勤
め
、

能
州
一
園
の
代
官
を
勤
め
、
数
年
の
勘
定
立
た
宇
し
て
、
寛
永
十
八

年
に
切
腹
を
命
ぜ
ら
る
。
共
時
所
行
甚
だ
廉
潔
な
り
。
事
は
可
観
小

説
・
混
見
摘
窮
等
に
委
〈
見
ね
た
り
。
と
い
へ
り
。
三
州
志
槌
凝
飴

考
に
‘
寛
永
十
八
年
秋
七
月
稲
葉
左
近
・
共
の
弟
字
右
衛
門
に
割
腹

を
命
宇
。
西
尾
隼
人
・
丸
毛
道
和
・
古
屋
所
左
衛
門
此
の
使
を
勘
む
。

左
廷
の
罪
不
v
詳
。
諮
問
記
に
察
按
を
載
す
。
寛
永
十
四
年
よ
り
左
近
家

に
釧
す
。
自
mA
を
命
宇
る
四
・
五
目
前
、
陽
民
公
よ
り
西
尾
・
丸
毛
を

以
て
芳
茶
一
坊
・
雁
一
隻
を
賜
ふ
。
左
近
涙
を
下
し
て
拝
約
す
と
あ

り
。
と
い
へ
り
。
平
吹
按
宇
る
に
‘
左
廷
が
貸
名
、
諸
記
録
に
不
v
戟
v

之
と
い
へ
ど
も
、
小
松
遺
文
に
左
の
判
印
書
あ
り
。
共
の
良
書
を
見

る
に
左
近
が
自
筆
た
ら
ん
か
。

鯨
取
申
御
銭
地
袋
之
事

，w
R
M
W凶
az固
・

合
五
拾
.3分
宥

但
狸
之
皮

右
今
度
御
上
洛
御
供
、
数
筒
之
袋
に
請
取
申
候
所
如
v
件。

向
剛
、

E
B
d

稲

葉

左

括

判

寛
永
十
一
年
六
月
廿
一
日

金
湾
古
蹟
志
巷
骨
四

に
云
ふ
。
稲
葉
左
廷
は
、
最
前
五
百
石
之
身
上
之
底
、
遺
々
一
被
a
取
立
一

四
千
石
に
て
作
事
方
惣
奉
行
被
昌
仰
付
一
自
分
屋
敷
之
内
に
作
事
小
屋

を
も
懸
世
き
、
鰭
勘
定
は
御
赦
菟
也
。
と
あ
り
。
一
設
に
‘
三
ク
闘

御
郡
支
配
と
成
り
、
居
屋
敷
は
今
之
官
伊
織
野
村
議
街
雨
居

敷
之
片
側
不
v
磁
左
近
屋
敷
也
と
い
へ
り
。

O
稲
葉
左
近
直
宮
侮

=
一
盛
記
に
‘
左
廷
は
利
常
卿
若
年
の
頃
‘
稲
葉
美
浪
殿
口
入
に
て
被
a

召
世
一
一
緒
事
才
鎗
人
に
て
御
意
に
膝
や
る
由
記
載
せ
り
。
按
宇
る
に
、

稲
葉
美
濃
殿
と
あ
る
は
.
徳
川
家
の
老
中
稲
葉
美
濃
守
正
則
な
る
べ

し
。
藩
翰
踏
に
、
稲
葉
美
浪
守
E
則
が
家
組
は
、
内
匠
頭
越
智
正
成

と
云
ひ
、
伊
強
の
河
野
が
末
葉
稲
葉
兵
庫
顕
震
活
が
子
、
貨
は
林
駿

河
守
が
孫
兵
衛
尉
が
男
也
と
家
の
系
固
に
見
ゆ
。
世
に
停
ふ
る
鹿

は
、
美
濃
の
稲
葉
の
庶
流
を
林
と
云
也
。
織
悶
殿
の
家
老
林
佐
渡

守
遁
勝
‘
林
の
嫡
流
也
。
惣
兵
衛
尉
正
三
は
共
庶
流
也
。
と
あ
り
。

今
按
宇
る
に
‘
稲
葉
左
近
も
奨
濃
守
正
則
の
家
族
な
る
ぺ
し
。
懐
窓

夜
話
に
‘
稲
葉
左
近
と
申
す
者
は
、
最
前
五
百
石
の
身
上
に
て
有
v
之

慮
、
温
々
被
=
取
立
一
四
千
石
被
v
下
、
作
事
方
惣
奉
行
被
=
仰
付
↓
と
い

へ
り
。
但
し
右
停
訟
も
過
聞
あ
る
べ
し
。
元
和
元
二
年
の
士
帳
に
、

渡
部
久
米
助
殿

河

合

体

次

殿

奥
村
盟
友
衛
門
殿

鵠
取
申
絹
之
事

合
二
拾
五
疋
者

『旬、

aa-

此
糸
目
三
賞
三
百
九
拾
三
匁
也

右
者
今
度
於
昌
江
戸
-
春
日
殿
へ
御
進
物
之
鵠
=
御
用
一
御
土
磁
邸
中
行
青

木
宗
興
・
縮
闘
志
賂
左
衛
門
方
へ
相
渡
申
所
如
v
件

寛

永

十

二

年

十

二

月

廿

日

稲

葉

腕

舵

》

判

中

村

刑

部

殿

侶
裏
害
時
す
。

右
の
外
に
も
、
能
登
閲
羽
咋
郡
貨
建
金
山
寛
永
七
年
二
月
二
日
付
の

法
度
書
を
、
今
貨
建
村
に
停
来
す
。
稲
葉
左
近
貸
名
在
判
な
れ
ど
も
、

貸
名
は
草
時
に
記
載
せ
し
ゅ
ゑ
判
然
せ
宇
。

。
稲
葉
左
近
傍
話

=
芸
虫
記
に
云
ふ
。
稲
葉
左
廷
は
‘
利
常
卿
未
だ
若
年
に
ま
し
ま
せ
る

頃
、
稲
葉
美
浪
殿
口
入
に
て
被
問
者
置
一
御
用
共
被
且
仰
付
-
け
る
に
‘
諸

事
才
覚
人
に
て
、
裁
許
せ
る
事
共
御
意
に
感
じ
、
能
州
の
郡
代
を
被
昌




